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学位論文内容の要旨 

本研究は，世界的に有病者が増加傾向にある慢性腎臓病（以下，CKD）において，患者のセルフケア

行動を規定する因子の 1 つとして病気への捉え（病気認知）に着目し，病気認知パターンによってセ

ルフケア行動に違いがあるのかを検討することを目的とした．対象は腎機能が中等度から重度低下し

た腎代替療法導入前の CKD 患者 212 名である．病気認知には Illness Perception Questionnaire-

Revised を用い，Two-stage cluster analysis でパターンを検討した．分析の結果，3 つの病気認知

パターンが抽出された．類型 1 は，病気への認識にずれが生じやすい捉え，類型 2 は，病気が生活

に影響すると認識し，情緒的反応が高い捉え，類型 3 は病気をコントロールできるという捉えであっ

た．セルフケア行動の得点は類型 1 と類型 3 において有意差を認めた．以上より，病気認知のパタ

ーンによってセルフケア行動に違いが示され，セルフケア行動に違いをもたらす因子として，病気認

知に着目する必要性が示された．これは新たな知見であった． 

 

論文審査結果の要旨 

 

本研究は、慢性腎疾患(CKD)患者の病気認知パターンをクラスター分析により3つに分け、それぞれの

パターン別のセルフケア行動の違いを比べたものである。病気認知の尺度得点に基づいて分けた3つの

クラスターではその尺度の8つの次元の間に違いが認められた。またクラスター1と3の間では、セルフ

ケア行動尺度得点に有意差が認められた。病気認知の尺度は慢性疾患一般に使用されるものであり、先

行するCOPDや糖尿病のそれとCKDでの知見の違いがそれほど明瞭ではなかった。CKDにおける病気認

知のパターン化が新知見とのことであるが、そこには疾患横断的（慢性期疾患に共通する）パターンと

の異同が不分明であった。またCKDという広い疾患概念の中で、軽度の腎機能低下（加齢による影響を

含む）と透析目前の患者のセルフケア行動が同一であるとは考えにくく、セルフケア行動の概念特性と

セルフケアへの実際の介入には、さらなる検討が必要と思われた。一方で今後ますます増加が懸念され

るCKD患者のセルフケア行動において、病気認知パターン別というきめ細かな看護介入の可能性が示唆

された点を評価し、博士の学位に相当する研究と認める。 


